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株式会社あおやま（Aoyama Co.Ltd.）
所在地 ：愛知県豊橋市大村町字五貫森53
設立 ：1986年
従業員数：約20名
マシニングセンタなどによる金属切削加工による切削工具の製造
・大手切削工具メーカーへのOEM製造
・部品加工メーカーなどへの特殊工具製造
・自社ブランドカラフルバイトホルダ
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敷地面積：約450坪
(1486.73平方メートル)

事務所勤務：７名
工場勤務：１５名

マシニングセンタ：１２台
NC旋盤 ：１台
複合旋盤 ：１台
細穴放電 ：１台
ワイヤ放電：２台
平面研磨 ：２台
汎用加工機：１１台

事業所規模
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エコアクション21の取得に取り組んだきっかけ
2008年、主要取引先より
グリーンサプライヤー制度実施の通達

サプライヤー認定要件として
環境の第三者認証取得を推奨条件

第三者認証として
エコアクション21を紹介

今後はグリーンサプライヤーを
中心に調達したい方針
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2008年前後は「環境問題」が
製造業の経営課題に格上げされた

製造業は「環境対応なしでは取引や競争に勝てない」時代に移行した。

CSR・環境
マネジメント
の普及

大手企業の
グリーン調達化

地球温暖化の危機

資源浪費の
危機

・国際的な温暖化対策の
加速
(洞爺湖サミットなど）

・京都議定書
約束期開始

背景

G8洞爺湖サミット、
バリ行動計画、
京都議定書の約束期間開
始 

国際動向 

環境行動計画2008、
3つの環境危機
（温暖化・資源浪費・生
態系） 

国内政策 

CSR・環境マネジメント
（ISO14001EA21）普及、
環境報告書作成 

企業の動
き 

グリーン調達の本格化、
中小企業への環境要求拡
大 

サプライ
チェーン 

ISO14001取得、
ゼロエミッション、
有害化学物質削減 

製造業の
行動
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1996年
「環境活動評価プログラム」を
環境庁が策定
(エコアクション21の原型)

1999年
名称が「エコアクション21」
に改定され、自主的届出制度が
導入

2004年
認証・登録制度が正式スタート事業
者の取組を第三者が評価する仕組み
が始まる

現在
約7,000社が認証取得し、
中小企業を中心に全国へ普及

環境活動評価
プログラムを

策定
(エコアクション

21の原型）

名称を
「エコアク

ション21」に
変更

認証・登録制度
が正式にスタート

約7,000社が認証
中小企業を中心に

普及
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国内独自の環境マネジメント制度 国際標準化機構(ISO)が策定した国際規格

・日本の環境省が策定
・中小企業でも取り組みやすい
・伴走型審査
・100名以上で内部監査が必要
・2年ごとに更新

・国際標準化機構が策定
・大企業向け
・要求が抽象的で専門性が高い
・内部監査は必須
・3年ごとに更新
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ISO14001 エコアクション21 項目 

現地審査が中心（書類審査は原則なし） 書類審査→現地審査の2段階方式 審査の進め方 

助言は禁止、評価のみ 助言・指導が可能 審査員の立場 

毎年審査、3年更新 1年後中間審査、2年更新 審査サイクル 

規模に関係なく必須 100名以上で必須（小規模は推奨） 内部監査 

範囲を限定して取得可能 組織全体で取得 審査範囲 

高コスト（100万円超も多い） 低コスト（数十万円程度） コスト 

 

エコアクション21とISO14000の審査方法の違い
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エコアクション21の活動の流れ

ポイント 内容 フェーズ 

電気・燃料使

用量／CO₂排
出量／廃棄

物・水使用量 

事業活動による環境

負荷を把握 
現状把握 ① 

代表者が方針

表明／脱炭素

目標を設定 

環境経営方針と数値

目標を設定 

方針・目標設

定 
② 

省エネ・節電

／廃棄物削減

／環境配慮行

動 

日常業務の中で環境

活動を実行 

環境活動の実

施 
③ 

目標と実績を

比較／次年度

へ改善 

実績を確認し評価・

見直し 
評価・改善 ④ 

1年間の取組
と成果を整理 

環境経営レポートを

作成 
レポート作成 ⑤ 

 

方針・目標を設定し、環境活動を実施し、
一年間の取組と成果を環境レポートにまとめる

1年に一度、環境レポートなどの必要書類を審査員
に提出し、活動の取組と成果を審査してもらう
※認証登録は2年に一度だが、審査は毎年行う
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ポイント 内容 フェーズ 

電気・燃料使用量

／CO₂排出量／廃
棄物・水使用量 

事業活動による環境負荷を把握 現状把握 ① 

代表者が方針表明

／脱炭素目標を設

定 

環境経営方針と数値目標を設定 方針・目標設定 ② 

省エネ・節電／廃

棄物削減／環境配

慮行動 

日常業務の中で環境活動を実行 環境活動の実施 ③ 

目標と実績を比較

／次年度へ改善 
実績を確認し評価・見直し 評価・改善 ④ 

1年間の取組と成
果を整理 

環境経営レポートを作成 レポート作成 ⑤ 

環境活動の実施とレポート作成

エコアクション21のガイドラインと自己チェック表は
エコアクション事務局のホームページから入手できます

①

②

③

④⑤
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フェーズ① 現状把握
１．環境データ（CO₂・廃棄物・水・化学物質）の把握
２．データを自己チェック表に整理して評価
３．環境取組の現状（省エネ・3R・環境配慮）を自己チェック表で評価関連する
４．環境法令の整理・一覧化
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フェーズ② 方針・目標設定

2024年度 目標項目

10,297.08 kg-CO₂ 以下CO₂総排出量
0（グリーン電力継続）電力由来CO₂排出量

49.27 kg-CO₂／百万円 以下化石燃料由来CO₂排出量
16.22kg／百万円 以下廃棄物総排出量

2.39 kg／百万円 以下一般廃棄物
13.83 kg／百万円 以下産業廃棄物

3.64 m³／百万円 以下水使用量
不使用を継続有害化学物質

3件以上グリーン購入

2品番以上環境配慮型製品

2件以上再生・再使用の取組

年2回以上工場周辺の美化活動

5件以下客先クレーム・工程内不
良

株式会社あおやま環境経営方針(要約)

株式会社あおやまは、顧客の信頼されるパートナーとして
価値ある製品を提供し続けるため、事業活動に伴う CO₂排
出量・廃棄物・水使用量の削減 および有害化学物質の不使
用 に積極的に取り組み、環境負荷の低減と 継続的な環境
改善 を推進します。

2024(R8)年度 環境経営目標
※単年度目標は前年度実績比▲1％を基本とする

グリーン購入
の推進

有化学物質の
不使用の徹底

環境関連法規の遵守と
環境に配慮したものづくり

CO2排出量
の削減

水使用量の
削減

廃棄物の
再生・再利用

環境負荷の低減に向けた継続的な改善

＜環境方針＞
は図のような
事柄を制定
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フェーズ③ 環境活動の実施（実際の取組内容）

実施時期 担当部門 具体的取組内容 改善取組事項 

常時 全部門 不使用照明・機械・PCの消灯／コンプレッサーのエア漏れ点検 二酸化炭素排出量の削減 

常時 全部門 急発進防止・アイドリングストップ／タイヤ空気圧点検 化石燃料由来CO₂削減 

常時 全部門・
製造部門 分別の徹底／端材が出にくい材料調達／端材再利用／不良品減少による再製作の減少 廃棄物総排出量削減 

隔月 全部門 節水の励行／使用量の定期確認 水使用量削減 

通年 全部門 新規導入時の安全性確認／不使用の徹底 有害化学物質不使用 

常時 全部門 再生紙・再生材料の購入 グリーン購入推進 

常時 全部門 設計段階で端材が出にくい設計 環境配慮型製品 

常時 全部門 ウエスの再利用／裏紙使用 再生・再使用率向上 

4月・9月 全部門 工場外周の草取り 工場周辺美化 

常時 全部門 作業指示の徹底／うっかりミス防止 クレーム・不良削減 
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フェーズ③ 環境活動の実施（実際の取組の記録）
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フェーズ④ 評価・改善

評価（Check）
立てた目標（CO₂、廃棄物、水など）に対し実績はどう
だったかを確認未達・問題点があればなぜ達成できな
かったかを整理

改善（Act）
原因を踏まえて次年度の目標・取組内容を見直す代表者
が最終確認し、次の方針・指示を出す
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フェーズ⑤ レポート作成

1. 環境経営レポートの作成
1年間の取組内容とその成果を環境経営レポートとして文
書化します。

2. レポートにまとめる主な内容
環境経営レポートには、少なくとも次の内容を整理して
記載します。
・環境経営方針
・設定した環境目標（CO₂、廃棄物、水使用量など
・フェーズ③で実施した環境活動の内容
・フェーズ④での評価結果（目標に対する実績）
・達成できた点・未達の点とその理由
・次年度に向けた改善の方向性
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エコアクション21の審査

審査の頻度・サイクル
・審査：毎年1回実施認証
・登録：2年に1回更新
毎年、環境経営レポートなどの必要書類を提出
し、取組内容と成果について審査を受けます。

審査の進め方
エコアクション21の審査は、次の特徴がありま
す。
・書類審査 → 現地審査 の2段階方式
・審査員は 助言・指導が可能
・組織全体を対象に審査

単なる合否判定ではなく、「中小企業でも継続
しやすい仕組み」として伴走型で行われます。

審査で確認される主な内容
審査では、主に以下の点が確認されます。
・環境経営方針が定められているか
・環境目標（CO₂、廃棄物、水など）が設定されているか
・日常業務の中で環境活動が実施されているか
・目標に対する実績の評価と改善が行われているか
・環境経営レポートとして整理・記録されているか

これらは、レポート内容と実態の両面から確認されます。

審査後の位置づけ
審査結果は、
・代表者による最終確認
・次年度の目標や取組内容の見直し
に活用され、継続的な環境改善につなげられます。
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エコアクション21 事務局
エコアクション21の認証・登録制度
を運営する中核機関です。環境省が策
定したガイドラインに基づき、制度全
体が公正・適切に運用されるよう統括
しています。

・事業者の窓口：地域事務局
・認証登録の最終判断：中央事務局

エコアクション21の審査の流れ

エコアクション21 審査員
エコアクション21に取り組む事業者の
活動内容を確認し、評価と助言を行う第
三者です。環境省が策定したガイドライ
ンへの適合状況と、環境経営の有効性を
審査します。
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エコアクション21の審査費用

審査費用
審査費用は、下記の標準審査工数表を基に決めさせていただきます。
現地審査（事業所における審査）の場合、別途交通費等が必要となります。審査人の1人日当たりの費用は、50,000円/人日
（消費税除く）です。

製造業、建設業、修理工場、廃棄物・再生資源の収集運
搬・中間処理・処分業等、環境負荷が比較的大きいと考え
られる事業所における標準審査工数表

審査費用の詳細は
エコアクション21事務局
のホームページ審査費用
に掲載
https://www.ea21.jp/st
arter/cost/
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エコアクション21の登録費用
審査の結果、判定委員会においてガイドラインに適合していると認められた事業者は、事務局との認証・登録の契約締結の際
に、2年分の認証・登録料をお支払いください。さらに、2年毎の更新審査の際に、2年分の更新登録料が必要となります。
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審査の価格とスケジュール

金額(税込み)単価(税込み)工数費目名

110,000円55,000円２人日審査費用

280円280円１往復交通費

110,000円110,000円認証・登録料

220,280円合計

2024年の審査・登録で弊社で実際にかかった費用

過去15年で予算を組んで行った環境対策

・照明のLED化
・電気自動車の導入
・省電力型のコンプレッサーへのリプレイス
・Green電力の導入
・V2H設備の導入
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・コストや作業負荷の面で無理することなく環境活動を行うことができた
・取引先との関係強固

取引部門から調達部門へのアピール要素となった

・社外発信へのアピールポイントとして使える

・産業廃棄方法などわからなかったことが手順化できた

・大手企業と対等に話ができるようになった

エコアクション21取得効果
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エコアクション21についての問い合わせ先

エコアクション２１地域事務局 静岡県環境資源協会
【一般社団法人 静岡県環境資源協会】

〒420-0853 静岡県静岡市葵区追手町44-1
TEL：054-252-9023 メール：ea21＠siz-kankyou.or.jp

エコアクション２１公式サイト
https://www.ea21.jp/
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脱炭素は「特別なこと」ではありません
大きな投資や高度な専門知識がなくても日々の業務の中で、無理なく・継続的
に取り組むことができます。
その実践の仕組みとしてエコアクション21は中小企業にとって現実的な選択肢
であると思います。
エコアクション21は「取得すること」ではなく「続けること」に価値がある制
度です。
毎年の振り返りと改善を通じて、環境への配慮が 企業活動の当たり前として定
着していきます。

ご清聴ありがとうございました


